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第７章 総括 

 

7.1 成果 

 本総プロでは、電力平準化にも有効な建築物の普及を目指して、潜熱蓄熱材による対策

技術、地中蓄熱による対策技術、蓄電設備による対策技術及び電力ピーク対策の評価技術

の開発に取り組んだものである。以下に研究成果を示す。 

 

１）建築物の電力ピーク対策評価システムの開発 

 建築物の建築及び設備設計に関して、電力消費量の時間値を年間で算出する計算システ

ムを開発した。本評価システムは、非住宅建築物省エネルギー基準の Webプログラムを基

本としており、若干の入力情報の追加により、従来の一次エネルギー消費量の年間値と整

合し、かつ、電力消費量や一次エネルギー消費量の時間値をも算出することができるよう

になった。 

 また、電力消費量の削減量を季節・時間帯で積算し、年間のピーク電力削減効果の評価

指標「建築物電力ピーク削減率」を提案し、同システムに装備している。 

 これにより、一次エネルギー消費量による省エネルギー効果と電力ピーク対策削減効果

を、各指標の横並びで総合的に評価可能とした。 

 

２）潜熱蓄熱材の評価技術の開発 

 非住宅建築物省エネルギー基準の Web プログラムでは、動的空調熱負荷計算ツールの

HASP と整合するよう調整した簡易な日平均定常モデルが使用されている。本総プロでは、

同プログラムを参考として、断熱や蓄熱、遮熱といった空調熱負対策を詳細に検討できる

よう、HASP を直接に計算実施・処理する方式に変更し、１時間毎の空調熱負荷を出力し、

ピーク時間帯の熱負荷を評価できるようにした。 

 また、任意の温度で相変化を生じる潜熱蓄熱材の物性値試験、現地観測及び数値モデル

の検証等を実施し、HASPにおいて、他の建材と同様に潜熱蓄熱材を選択し、年間の空調負

荷計算を実施できるようプログラム・コードを修正した。更に、新しい計算システムを使

用し、地域、相変化温度、潜熱蓄熱材の厚み等を変化させたケーススタディを系統的に実

施し、特定の季節において空調熱負荷の削減効果があることを定量的に示した。 

 

３）地中蓄熱の評価技術の開発 

 地中熱利用システムの 1 つとして地中熱ヒートポンプ（HP）に着目し、そのエネルギ

ー消費特性の実態を「観測」、「解析」、「評価」の 3 つのアプローチから明らかにした。得

られた知見を次に示す。 
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 地中熱 HP の実動特性を把握するために実証実験を行った。国立研究開発法人建築研究

所敷地内にある一対の実験施設を使用し、地中熱 HP と空気熱 HP を同時に運転させて

データを収集した。分析の結果より、地中熱利用による電力ピーク対策効果として、夏

期 16％、冬期 27%を得た。 

 地盤温度を予測する数値モデルを開発し、RMS 誤差約 1℃で地盤からの還水温度を再

現できることを確認した。 

 省エネルギー基準(非住宅)のエネルギー消費量算出方法に地盤の数値モデルを組み込

むことで、他の省エネ技術と同様に地中熱利用設備の一次エネルギー消費量を評価でき

るようシステムの高度化を実施した。 

 34 件のケーススタディを実施し、4 地域、４用途で地中熱利用設備の導入効果を定量

化し、省エネルギー効果、電力ピーク対策効果は蒸暑地では 5%程度、温暖地～寒冷地

で 10～20%程度であることが示された。 

 地盤の熱伝導率や熱交換井の深さ等のパラメータがシステム全体のエネルギー消費量

に与える影響には不明瞭な点が多いため、今後開発した評価システムで検討する必要が

ある。 

 

４）蓄電設備の評価技術の開発 

 住宅の蓄電設備に関する調査を実施し、以下の知見を得た。 

・ 市場の蓄電システムのカタログ情報より、補助金を差し引いた蓄電システムの電力単価

は平成 26 年７月現在平均 28.2 円/kWh であること、蓄電池メーカーへのアンケート調

査により、蓄電池は太陽光発電との連携で今後市場性を見込めるが、運用方法に技術指

針策定の要望があることなどがわかった。 

・ 家電機器を用いて生活パターンをコンピュータ制御で模擬的に再現し、蓄電池の蓄放電

量を詳細に計測可能な蓄放電実験装置を開発し、蓄電池の導入により電力ピーク削減率

が 37～82%期待できるが、夜間充電を行うと放電ロスにより電力の日総量は 22～31%

増加すること、太陽光発電と組み合わせると電力の日総量は 16～40%のプラスに転じ

ることが示された。 

・ 実験で取得した電力消費の機器特性データを組み合わせて、世帯規模や地域、装置容量

が異なる 50 ケース程度の対策効果の試算を行い、装置容量を適切に設定することで、

電力日削減率 40～71%、電力ピーク削減率 55～86%が得られた。 

 

7.2 成果の反映、課題 

 本総プロでは、建築物の電力ピーク削減に着目して、建築物の電力ピーク対策評価シス

テムの構築を行い、また、建築・設備技術、地域、用途の組み合わせで計 200 ケース程度
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の試算を実施したものである。本総プロの実施により、建築物の電力ピーク対策の全体像

を把握することができたと考えている。 

 これらの研究成果を基に、建築物の電力ピーク対策評価システムのツールの公開・解説

等を行うことにより、開発技術の普及を図る予定である。 

 

 今後の課題として、以下のような事項が考えられる。 

・本研究で開発した地中熱の省エネルギー評価技術について国の省エネ基準に反映及び

普及 

・国土交通省住宅局と連携し、電力ピーク対策マニュアル等の策定及び普及 

・ゼロエネルギー建築への電力ピーク対策技術の導入 

・シンポジウム、講習会の開催による啓発活動 

・電力供給会社の料金プラン検討における基礎資料として活用 
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